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「
初
め
て
」に
対
処
で
き
る
力
を

式
辞
の
中
で
坂
田
隆
学
長

は
「
初
め
て
出
合
う
こ
と
に

も
適
切
な
対
処
が
で
き
る

力
」
を
磨
く
こ
と
は
大
学
で

の
重
要
な
テ
ー
マ
だ
と
指

摘
。
「
社
会
知
性
を
備
え
た

人
と
し
て
社
会
に
貢
献
す
る

こ
と
を
強
く
望
み
ま
す
」
と

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

引
き
続
い
て
、
日
髙
義
博

学
校
法
人
専
修
大
学
理
事

長
、
亀
山
紘
石
巻
市
長
が
そ

れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
た
。

新
入
生
宣
誓
で
は
、
総
代

と
し
て
、
大
学
院
理
工
学
研

か
つ
ひ
ろ

究
科
の
和
田
賢
大
さ
ん
、
理

工
学
部
の
佐
藤
綾
香
さ
ん

（
宮
城
県
石
巻
西
高
）
が
力

強
く
宣
誓
。
全
員
で
校
歌
を

斉
唱
し
、
式
を
終
え
た
。

式
終
了
後
に
は
、「
入
学
ガ

イ
ダ
ン
ス
」
と
し
て
学
生
生

活
の
過
ご
し
方
や
資
格
取
得

講
座
の
案
内
、
保
護
者
で
組

織
し
て
い
る
育
友
会
の
紹
介

が
行
わ
れ
た
。

式
場
外
で
は
サ
ー
ク
ル
団

体
に
よ
る
新
入
生
勧
誘
が
活

発
に
行
わ
れ
る
姿
や
、
保
護

者
や
友
人
同
士
で
記
念
写
真

を
撮
る
姿
も
見
ら
れ
、
キ
ャ

ン
パ
ス
は
活
気
に
あ
ふ
れ
て

い
た
。

新
入
生
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
・
セ
ミ
ナ
ー

が
４
月
９
、
１０

の
両
日
、
宮
城

県
松
島
町
の
ホ

テ
ル
松
島
大
観
荘
で
開
か
れ

た
。新

入
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ

イ
フ
に
早
く
な
じ
め
る
よ
う

に
と
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は

学
外
施
設
に
宿
泊
し
、
集
中

的
に
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

実
施
さ
れ
る
。
今
年
度
は

講
演
や
理
工
・
経
営
両
学

部
に
分
か
れ
て
の
履
修
相

談
や
学
科
説
明
、
サ
ー
ク

ル
紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
、

教
員
や
上
級
生
た
ち
が
熱

心
に
大
学
生
活
の
意
義
や

魅
力
を
伝
え
た
。

新
入
生
た
ち
は
大
学
生

活
の
様
子
を
知
り
、
新
た

な
仲
間
と
の
親
ぼ
く
を
深

め
て
い
た
。

２
０
１
２
年
度
入
学
式
が
４
月
４
日
、
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。
今
年
度
は
理
工

学
部
１
４
４
人
、
経
営
学
部
１
２
４
人
、
合
わ
せ
て
２
６
８
人
の
学
部
生
と
、
大

学
院
生
５
人
、
合
計
２
７
３
人
の
新
入
学
生
が
式
に
臨
み
、
保
護
者
や
教
職
員
で

埋
ま
っ
た
館
内
は
祝
福
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
て
い
た
。

石
巻
専
修
大
学
は
学
校
法

人
専
修
大
学
の
も
と
に
「
社

会
に
対
す
る
報
恩
奉
仕
」
を

建
学
の
精
神
と
し
て
、
地
域

社
会
の
大
き
な
支
援
を
得

て
、
平
成
元
年
に
開
学
し
ま

し
た
。
学
校
法
人
専
修
大
学

共
通
の
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
と

し
て
「
社
会
知
性
の
開
発
」

を
掲
げ
、
学
生
を
基
本
に
置

い
た
大
学
運

営
を
基
本
方

針
と
し
て
い

ま
す
。

社
会
知
性

を
身
に
つ
け

て
社
会
の
屋
台
骨
を
支
え
、

社
会
知
性
を
広
め
る
人
を
育

て
る
こ
と
が
石
巻
専
修
大
学

の
使
命
で
す
。

ま
た
、
本
学
の
教
育
目
標

は
「
実
践
的
な
教
育
」で
す
。

専
門
的
知
識
や
技
術
を
身

に
つ
け
、
人
間
的
な
成
長
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
通
常

の
講
義
科
目
に
加
え
て
、
演

習
や
実
習
・
実
験
な
ど
の
授

業
を
多
く
採
り
入
れ
、
ま
た

地
域
の
人
的
・
物
的
資
源
を

活
用
し
た
授
業
を
重
視
し
て

い
ま
す
。

「
初
め
て
出
合
う
こ
と
に

も
適
切
な
対
処
が
で
き
る

力
」
を
磨
く
こ
と
も
大
学
で

の
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
別

な
言
葉
で
表
現
す
れ
ば
、
判

断
力
や
行
動
力
と
い
う
こ
と

で
す
。
昨
年
３
月
１１
日
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
あ

と
、
石
巻
専
修
大
学
に
は
多

く
の
被
災
者
が
避
難
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
や
日

赤
、
宮
城
県
な
ど
の
機
関
も

収
容
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た

非
常
事
態
の
中
で
、
石
巻
専

修
大
学
の
学
生
や
教
職
員
は

み
ご
と
な
活
躍
を
し
ま
し

た
。震

災
の
直
後
か
ら
被
災
地

の
防
災
と
復
興
に
貢
献
す
る

た
め
に
被
災
地
の
最
前
線
に

あ
る
大
学
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
す
る
復
興
共
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
施
設
の
提
供
や
さ
ま

ざ
ま
な
産
業
支
援
、
生
活
支

援
、
教
育
支
援
、
文
化
活
動

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
内
に
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
サ
ー
ク
ル
も
で
き
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
や

研
究
に
は
学
生
諸
君
が
大
勢

参
加
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
、
ぜ
ひ
積
極
的
に
か
か
わ

っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。大

学
で
の
勉
学
は
こ
れ
ま

で
と
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

社
会
の
荒
波
は
偏
差
値
や
大

学
の
名
前
で
乗
り
切
れ
る
ほ

ど
甘
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
で
す
か
ら
、
こ
れ
ま
で

偏
差
値
が
高
か
っ
た
人
も
そ

う
で
な
か
っ
た
人
も
気
持
ち

を
新
た
に
し
て
大
学
生
活
に

臨
ん
で
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か

ら
の
努
力
が
す
べ
て
で
す
。

本
日
入
学
し
た
皆
さ
ん
の

中
に
も
被
災
し
た
方
が
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。
被
災
し

た
入
学
生
の
皆
さ
ん
、
石
巻

専
修
大
学
お
よ
び
学
校
法
人

専
修
大
学
で
は
、
皆
さ
ん
が

大
学
を
卒
業
し
て
、
社
会
知

性
を
備
え
た
人
と
し
て
社
会

に
貢
献
す
る
こ
と
を
強
く
望

み
ま
す
。

（
要
旨
）

石
巻
西
高
と
高
大
接
続
研
究
事
業
を
締
結

本
学
は
宮
城
県
石
巻
西
高

校
と
高
大
接
続
研
究
事
業
に

関
す
る
協
定
を
結
ん
だ
。
３

月
２１
日
に
行
わ
れ
た
「
高
大

接
続
研
究
事
業
」
協
定
調
印

式
に
は
坂
田
学
長
、
奥
山
恒

義
校
長
ら
関
係
者
１４
人
が
出

席
。
調
印
さ
れ
た
協
定
書
、

合
意
書
を
交
換

し
た
。

今
回
で
本
学

と
高
校
と
の
協

定
締
結
は
６
校

目
。
今
後
は
、

①
高
校
生
に
対

す
る
本
学
の
授

業
科
目
の
公
開

と
単
位
認
定
②

本
学
教
員
の
高

校
へ
の
派
遣
③

相
互
施
設
の
開

放
な
ど
、
積
極

的
に
人
材
・
情
報
・
施
設
の

交
流
を
図
っ
て
い
く
。

２
０
１
２
年
度
の
新
専
任

教
員
は
理
工
学
部
１
人
（
４

月
１
日
付
で
就
任
）
。
本
学

の
教
員
数
は
１
６
１
人
（
専

任
９１
人
、
非
常
勤
７０
人
）
と

な
っ
た
。

【
理
工
学
部
機
械
工
学
科
】

准
教
授
・
博
士
（
工
学
）
。

主
な
担
当
は
工
作
学
、
精
密

加
工
学

３
月
に
理
工
学
部
を
卒
業

し
、
本
学
大
学
院
理
工
学
研

究
科
に
進
学
し
た
和
田
賢
大

さ
ん
が
こ
の
ほ
ど
「
日
本
機

械
学
会
畠
山
賞
」
を
受
賞
し

た
。
同
賞
は
４
年
制
大
学
機

械
系
学
科
の
卒
業
者
で
、
人

格
、
学
業
と
も
に
優
秀
な
人

物
が
表
彰
さ
れ
る
。

和
田
さ
ん
は
機
械
工
学
科

自
動
車
工
学
コ
ー
ス
に
在
学

当
時
、
自
動
車
関
連
科
目
の

み
な
ら
ず
、
熱
力
学
、
流
体

力
学
系
で
も
優
秀
な
成
績
を

収
め
た
。

昨
年
の
学
生

自
動
車
整
備
コ

ン
テ
ス
ト
で
も

好
成
績
を

残

し
、
こ
れ
ら
の

点
が
評
価
さ
れ

た
。

坂
田
隆
学
長
（
専
門
∥
比

較
栄
養
生
理
学
）
が
、
ド
イ

ツ
の
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー

大
学
ハ
レ
・
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ

ル
ク
か
ら
来
日
し
た
コ
ー
ネ

リ
ア
・
ラ
イ
ヤ
ー
さ
ん
の
聞

き
取
り
調
査
を
受
け
た
。
同

大
学
は
専
修
大
学
の
国
際
交

流
協
定
校
。

ラ
イ
ヤ
ー
さ
ん
は
、
日
本

学
と
社
会
学
な
ど
を
専
門
と

す
る
同
大
学
研
究
員
。
日
本

の
社
会
学
の
一
環
と
し
て

「
食
品
の
安
全
性
」
の
調
査

の
た
め
に
２
月
末
に
来
日
。

厚
生
労
働
省
、
食
品
メ
ー
カ

ー
（
明
治
、
森
永
乳
業
）
、

消
費
者
団
体
な
ど
を
取
材
。

厚
生
労
働
省
で
は
坂
田
研
究

室
に
所
属
し
博
士
号
を
取
得

し
た
栄
養
担
当
官
が
対
応
し

た
。３

月
２
日
に
は
、
専
修
大

学
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
上
京

中
の
坂
田
学
長
を
訪
ね
た
。

坂
田
学
長
は
日
本
の
食
品

安
全
の
基
本
的
状

況
、
東
日
本
大
震

災
後
の
石
巻
の
水

産
加
工
業
の
現

況
、
日
本
の
食
品

の
放
射
能
基
準

値
、
石
巻
専
修
大

学
に
設
置
準
備
中

の
理
工
学
部
食
環

境
学
科
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
丁
寧

に
解
説
し
た
。

履修相談、サークル紹介など開催

▲ 緊張の面持ちの新入生

新入生オリエンテーション・セミナー

▲ ガイダンスでは、履修の

仕方などを詳しく説明

理
工
学
部
卒
の

和
田
賢
大
さ
ん

「社会知性」備えた人に「社会知性」備えた人に

▲ 坂田学長と握手を交わす奥山校長（右）

「
日
本
機
械
学
会

畠
山
賞
」を
受
賞

２０１２年度入学式 坂田学長がメッセージ

▲ サークル勧誘でにぎわうキャンパス

▲ 学部総代の佐藤さん

来
日
し
た
独
ハ
レ
大
研
究
員
に

新
専
任
教
員
紹
介

坂
田
学
長
が「
食
品
の
安
全
性
」解
説

みず の じゅん

水野 純

（
敬
称
略
）

▶

盛
り
上
が
っ
た
学
生
企
画

坂
田
隆
学
長
式
辞

▲ 入学式の様子

▲ コーネリア・ライヤーさん（左）

から取材を受ける坂田学長

復
興
支
援
に
も
積
極
参
加
を
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